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発表演題名あるいは 
共 同 研 究 課 題 名 

The effects of clinically used phosphodiesterase 
inhibitors on Ca2+-dependent electrolytes secretion from 
airway submucosal gland 

得
ら
れ
た
成
果
な
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 今回支倉フェローのご支援のもと、5 月 14 日～5 月 19 日にアメリカ

合衆国・デンバーにて開催されたアメリカ胸部学会に参加させていただ

きました。5 月 15 日にはポスターセッションにて上記演題の発表を行

いました。 

     
以前より PDE（phosphodiesterase）inhibitors は閉塞性肺疾患であ

る、COPD や気管支喘息に使用されておりましたが、PDE inhibitors
の気道分泌への影響等は未解明な点が多いのが現状です。我々の発表は

気管支粘膜下腺細胞からのイオン電流を、パッチクランプ法を用いるこ

とによって測定し、PDE inhibitors によるその増強、抑制作用に関する

細胞内シグナル経路の可能性を示唆したという点で、海外研究者からも

興味深い研究であると認めていただきました。 
 他のセッションでの発表にて様々な知見を得ることができました。学

会期間中は今後の研究を発展させるための、有意義な時間を過ごせたと

思います。このような機会を与えていただき感謝いたします。 

※ 帰国後 10 日以内に報告書を提出してください。 HP に掲載することがあ

ります。 
※ 可能であれば顔写真、学会風景写真を添付してください。 
※ 用紙が不足する場合は、適宜加えてください。 
 


